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【
歳
出
】

人
件
費

　

行
政
組
織
の
改
編
を
行
い
、
職

員
数
を
大
幅
に
削
減
し
ま
し
た
。

職
員
数
が
前
年
度
比
18
人
減
（
再

任
用
職
員
除
く
）
と
な
る
こ
と
か

ら
、
人
件
費
全
体
で
は
、
前
年
度

比
約
８
千
４
百
万
円
減
額
の
約
21

億
８
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

扶
助
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
給
付
費
の

伸
び
、
保
育
士
処
遇
改
善
な
ど
に

よ
る
公
定
価
格
の
増
額
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
児
童
数
の
減
少
、
市

内
４
保
育
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
、
生
活
保
護
受
給
者
数
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
扶
助
費
全
体

で
は
、
前
年
度
比
約
１
千
１
百
万

円
減
額
の
約
23
億
１
千
９
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

普
通
建
設
事
業
費

　

補
助
対
象
事
業
で
は
、
道
の
駅

建
設
事
業
が
本
格
化
し
ま
し
た

が
、
皆
減
と
な
る
事
業
が
３
事
業

あ
り
ま
し
た
。市
単
独
事
業
で
は
、

道
の
駅
建
設
事
業
、
勤
労
者
体
育

館
の
取
り
壊
し
、
成
器
西
小
学
校

の
改
修
工
事
な
ど
が
増
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
普
通
建
設
事
業
費
全

体
で
は
、
前
年
度
比
約
９
千
1
百

万
円
減
額
の
約
14
億
４
千
２
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

物
件
費

　

委
託
料
は
、
道
の
駅
設
備
等
整

備
事
業
や
固
定
資
産
評
価
替
え
業

務
な
ど
が
増
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
の

運
営
に
か
か
る
業
務
、
地
方
創
生

推
進
交
付
金
対
象
事
業
と
し
て
実

施
し
た
映
像
作
成
等
事
業
な
ど
が

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

使
用
料
・
賃
借
料
で
は
、
福
井

し
あ
わ
せ
元
気
国
体
開
催
に
よ
る

選
手
等
輸
送
用
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
借

り
上
げ
な
ど
が
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

物
件
費
全
体
で
は
、
前
年
度
比

約
８
千
１
百
万
円
減
額
の
15
億
８

千
３
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
助
費
等

　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
負
担
金
が
増
額
と
な
り
ま

し
た
が
、
地
域
農
業
確
立
に
向
け

た
集
積
協
力
金
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
地
域
力
向
上
事
業
補
助

金
な
ど
が
減
額
と
な
り
、
前
年
度

比
約
6
千
8
百
万
円
減
額
の
約
13

億
1
千
2
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

「小さくてもキラリと光る　
　　　　　　　　　　　　特別会計名 予算額 増減比（％）

育 英 資 金 会 計 3,836万円 －18.9

下水道事業会計 10億682万円 33.1

農 業 集 落 排 水
事 業 会 計 1億7,625万円 4.5

国 民 健 康 保 険
会 計 23億6,195万円 －2.4

後期高齢者医療
会 計 3億2,159万円 2.5

介 護 保 険 会 計
保 険 事 業 勘 定 27億6,338万円 0.6

介護保険会計介護
サービス事業勘定 910万円 －7.1

市有林造成事業
会 計 6,023万円 －25.9

企業会計名 予算額 増減比（％）

水 道 事 業 会 計 8億5,074万円 12.1

特別会計

企業会計

平成平成平成平成平成平成平成331313131313 年度年度年度年度年度年度年度 予予予予予予予算特算特算特算特算特算特算特集集集集集集集

一般会計歳出

人件費
21億8,889万円

扶助費
　23億
  　1,956万円

公債費
11億2,170万円

物件費
15億8,276万円

補助費等
13億
 1,153万円

積立金・貸付金
4億985万円

繰出金
12億
　 8,281万円

維持補修費
1億8,450万円

普通建設事業・災害復旧費
14億4,240万円
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勝
山
市
の
当
初
予
算

　

平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て

も
、
持
続
可
能
な
勝
山
市
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
次
の
３
点
に
最

大
限
留
意
し
た
予
算
編
成
と
し
ま

し
た
。

①
財
政
の
健
全
化
を
最
重
要
課
題

と
す
る

②
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
将

来
に
向
け
た
生
活
環
境
整
備
へ

の
積
極
的
投
資
を
行
う

③
勝
山
の
魅
力
を
よ
り
強
力
に
発

信
し
続
け
て
い
く

　

総
額
は
、
前
年
度
比
約
２
億
８

千
９
百
万
円
減
額
の
１
１
８
億
４

千
４
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】

市　

税

　

市
民
税
は
、
個
人
市
民
税
が
税

制
改
正
の
影
響
か
ら
減
額
と
な

り
、
市
民
税
全
体
で
も
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
固
定
資
産
税

に
お
い
て
も
「
生
産
性
向
上
特
別

措
置
法
」
の
適
用
を
受
け
減
免
対

象
と
な
る
中
小
企
業
の
影
響
な
ど

か
ら
、
全
体
で
も
減
額
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　

そ
の
他
、
軽
自
動
車
税
は
、
環

境
性
能
割
の
導
入
に
よ
り
増
額
の

見
込
み
で
す
。

　

市
税
全
体
で
は
、
前
年
度
比
約

３
千
３
百
万
円
減
額
の
約
27
億
９

千
９
百
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

地
方
交
付
税

　

当
市
の
地
方
交
付
税
は
、
市
税

の
減
収
や
公
債
費
の
増
額
に
加

え
、
過
年
度
の
精
算
分
の
増
額
な

ど
に
よ
り
普
通
交
付
税
は
大
幅
な

増
額
、
特
別
交
付
税
は
減
額
を
見

込
み
、
前
年
度
比
約
１
億
３
千
１

百
万
円
増
額
の
約
39
億
６
千
１
百

万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

繰
入
金

　

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
建
設
時
に
借
り

入
れ
た
市
債
の
元
金
償
還
が
順
次

開
始
と
な
り
公
債
費
が
増
額
と
な

り
ま
し
た
が
、
福
井
し
あ
わ
せ
元

気
国
体
・
大
会
開
催
経
費
の
皆
減
、

職
員
人
件
費
の
大
幅
な
減
額
な
ど

に
よ
り
、
繰
入
金
全
体
で
は
前
年

度
比
1
億
1
千
１
百
万
円
減
額
の

9
千
4
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
政
調
整
基
金
の
平
成
31
年
度

末
残
高
は
約
８
億
８
千
８
百
万
円

の
見
込
み
で
す
。

「小さくてもキラリと光る　誇りと活力に満ちた誇りと活力に満ちた
　　　　　　　　　　　　　　　　　ふるさと勝山」を目指して　　　　　ふるさと勝山」を目指して

一般会計歳入

市税
27億9,882万円

地方交付税
39億6,100万円

国庫支出金
14億
　3,209万円

県支出金
11億6,209万円

分担金・負担金・使用料・手数料
1億4,154万円

財産収入・寄付金・繰入金・繰越金
1億9,550万円

諸収入
6億6,438万円

各種交付金
5億3,170万円

地方譲与税
1億5,328万円

市債
 8億
   360
      万円

市税の内訳

個人市民税
36.3%

固定資産税
42.1%

法人
市民税
7.4%

その他
14.2%

一
般
会
計
は

前
年
度
比
2
・
4
％
減
の

１
１
８
億
４
千
４
百
万
円

歳　

入

平成31年度

予算額 増減比（％）
一般会計 118億4,400万円 －2.4
特別会計 67億3,767万円 2.7
企業会計 8億5,074万円 12.1
合　　計 194億3,241万円 －0.1

※ 四捨五入の関係で、特別会計の予算額は3Pの
表の合計とあいません


